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平
成
二
十
五
年
度

要
約
筆
記
者
養
成
の
補
習

講
習
実
施
に
つ
い
て

【
二
〇
一
一
年
三
月
末
日
、
厚
生

労
働
省
か
ら
「
要
約
筆
記
者
の
養
成

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
」
に
つ
い
て
が
通

知
さ
れ
、
要
約
筆
記
奉
仕
員
に
替
わ

る
要
約
筆
記
者
の
養
成
が
新
た
に
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
各
都
道
府
県

及
び
政
令
指
定
都
市
の
必
須
事
業
と

な
り
ま
し
た
。

通
知
に
は
、
要
約
筆
記
者
養
成
講

習
の
修
了
者
に
対
す
る
認
定
試
験
の

合
格
者
を
要
約
筆
記
者
と
し
て
登
録
。

又
、
現
在
の
登
録
要
約
筆
記
奉
仕

員
も
補
習
講
習
に
よ
り
、
認
定
試
験

合
格
者
を
要
約
筆
記
者
と
し
て
登
録

出
来
る
こ
と
も
通
知
さ
れ
て
い
ま
す
。】

北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
は

北
海
道
の
委
託
を
受
け
、
平
成
二
十

五
年
度
の
補
習
講
座
を
実
施
す
べ

く
、
各
関
係
機
関
、
団
体
と
検
討
会

議
を
重
ね
た
結
果
、
以
下
の
要
領
で

八
月
か
ら
十
月
の
三
ヶ
月
の
間
、
六

日
間
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
第
一
回
目
で
、
実
技
が
手

書
き
・
パ
ソ
コ
ン
に
別
れ
て
実
施
す

る
こ
と
で
、
全
道
各
地
の
要
約
筆
記

サ
ー
ク
ル
を
通
じ
て
推
薦
頂
き
、
受

講
者
を
全
日
程
受
講
、
認
定
試
験
受

験
を
最
低
条
件
と
し
て
、
サ
ー
ク
ル

か
ら
最
低
一
名
を
選
考
、
応
募
比
率

を
勘
案
し
、
各
サ
ー
ク
ル
か
ら
手
書

き
二
十
五
名
、
パ
ソ
コ
ン
十
名
を
選

考
。今

回
は
、
サ
ー
ク
ル
加
盟
奉
仕
員

を
対
象
と
し
、
個
人
で
活
動
し
て
い

る
登
録
奉
仕
員
は
次
年
度
以
降
の
実

施
ご
案
内
と
な
り
ま
す
事
を
ご
了

承
、ご
理
解
頂
き
ま
す
様
願
い
ま
す
。

開
催
日
時

一
、
八
月
二
十
四
・
二
十
五
日

二
、
九
月
二
十
八
・
二
十
九
日

三
、
十
月
二
十
六
・
二
十
七
日

開
催
場
所

札
幌
市
中
央
区
北
二
条
西
七
丁
目

道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

講
師有

識
者
に
よ
る
外
部
講
師
・
四
名

及
び
全
要
研
、
派
遣
講
師
・
三
名

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等

別
掲
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
一
覧
を
参
照
。

尚
補
習
講
習
に
つ
い
て
は
今
後
複

数
年
実
施
予
定
で
す
。

北
海
道
に
要
約
筆
記
者
の
誕
生
及

び
そ
の
後
、
指
導
者
研
修
を
受
講
頂

き
、北
海
道
に
要
約
筆
記
者
と
講
師
・

指
導
者
の
育
成
を
目
指
す
も
の
で
す
。

発行人
一般社団法人
北海道身体障害者福祉協会

会長 赤 坂 勝
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電 話 ０１１‐２５１‐１５５１
ＦＡＸ ０１１‐２５１‐０８５８
ホームページwww．hokusinkyo．or．jp
北海道障害者社会参加推進センター
電 話 ０１１‐２５１‐９３０２
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「
ご
協
力
を
！
」
町
内
会
の
回
覧
協
力
に
よ
る
日
身
連
収
益
事
業
は
、
あ
な
た
の
協
会
に
還
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

新
役
員
誕
生
に
よ
る
再
出
発

平
成
二
十
五
年
六
月
十
三
日
の
北

身
協
、
定
時
総
会
に
於
い
て
、
出
席

者
の
総
意
の
下
、
新
役
員
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

北
身
協
現
代
史
上
、
は
じ
め
て
の

し
の

や
ま

じ
ゅ
ん

こ

女
性
副
会
長
篠
山

准
子
理
事
（
宗

谷
地
区
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
会

ど
う

ま
え

ふ
み

お

長
）
と
新
副
会
長
に
堂
前

文
雄
理

事
（
胆
振
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
会

長
）
が
誕
生
し
、
新
し
い
船
出
と
な

り
、
全
役
員
を
中
心
と
し
た
全
加
盟

団
体
の
協
力
、
一
致
団
結
、
意
思
統

一
の
下
、
難
局
を
乗
り
越
え
、
さ
ら

な
る
発
展
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

新
役
員
名
簿
（
左
図
）
を
参
照
下

さ
い
。

社 団 法 人 日 本 義 肢 協 会 会 員

重任 ／就任

重 任

重 任

重 任

重 任

就 任

就 任

就 任

就 任

就 任

就 任

重 任

理事から監事へ

所 属

（一社）小樽身体障害者福祉協会

宗谷地区身体障害者福祉協会

胆振身体障害者福祉協会

恵庭身体障害者福祉協会

（一社）函館市身体障害者福祉団体連合会

（一社）帯広身体障害者福祉協会

（社）赤平市身体障害者福祉協会

登別身体障害者福祉協会

石狩市身体障害者福祉協会

北鈴会

砂川身体障害者福祉協会

千歳身体障害者福祉協会

氏 名

赤 坂 勝

篠 山 准 子

堂 前 文 男

泉 司

佐 藤 秀 臣

工 藤 隆 史

若 山 武 信

熊 谷 昭 吾

古 泉 利 雄

松 永 雅 晴

工 藤 公 人

伊 東 ミツ子

役 職 名

会 長

副 会 長

副 会 長

常 務 理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

監 事

監 事

第２回 ８月２５日（日）
講 師

全要研
三宅 初穂 氏

全要研
三宅 初穂 氏

ひびき法律事務所
林 千賀子 弁護士

第４回 ９月２９日（日）
講 師

全要研
坂部 美秋 氏

全要研
小森 紀子 氏

全要研
坂部 美秋 氏

全要研
小森 紀子 氏

全要研
坂部 美秋 氏

第６回 １０月２７日（日）
講 師

全要研
小森 紀子 氏

全要研
小森 紀子 氏

全要研
小森 紀子 氏

内 容

要約筆記観の変遷

話し言葉の学習（実技）

日本国憲法と人権思想

内 容

チームワークの考え方
（手書き）９４０号

チームワークの考え方
（パソコン）７５０号

ノートテイク（手書き）

ノートテイク（パソコン）

要約の学習（文章要約）

内 容

要約筆記者の在り方

模擬試験

実技模擬試験

項 目

講 義

講 義

講 義

項 目

講義（前半）
実技（後半）

実 技

実 技

講 義

項 目

講 義

試 験

試 験

教室

１０４０号

１０４０号

１０４０号

教室

１０３０号
途中実
技会場
に移動

９４０号

７５０号

１０３０号

教室

１０３０号

１０３０号

１０３０号

時 間

１０：００～
１２：００

１３：００～
１５：００

１５：１５～
１７：１５

時 間

１０：００～
１２：００

１３：００～
１５：００

１５：１５～
１７：１５

時 間

１０：００～
１２：００

１３：００～
１５：００

１５：１５～
１７：１５

第１回 ８月２４日（土）
講 師

北海道身体障害者福祉協会
常務理事 泉 司

元中央小学校
池田 寛 先生

全要研
三宅 初穂 氏

全要研
三宅 初穂 氏

第３回 ９月２８日（土）
講 師

全要研
坂部 美秋 氏

全要研
小森 紀子 氏

全要研
坂部 美秋 氏

全要研
小森 紀子 氏

とも耳鼻科クリニック
院長 新谷 朋子 氏

第５回 １０月２６日（土）
講 師

北星学園大学
教授 木下 武徳 氏

全要研
小森 紀子 氏

全要研
小森 紀子 氏

内 容

開講挨拶

日本語の基礎知識

要約筆記者養成カリキュ
ラムとそこで学ぶもの

聴覚障害の基礎知識
要約筆記の基礎知識

内 容

要約筆記の表記
（手書き）

要約筆記の表記
（パソコン）

表記そぎそぎ落としの習
得（手書き）

表記そぎそぎ落としの習
得（パソコン）

対人援助

内 容

社会福祉の歴史と理念
障害者福祉

コミュニケーション論
情報保障論

伝達実践・実習

項 目

開 講 式

講 義

講 義

講 義

項 目

実 技

実 技

実 技

実 技

講 義

項 目

講 義

講 義

講義・実習

教室

１０４０号

１０４０号

１０４０号

１０４０号

教室

１０３０号

１０４０号

１０３０号

１０４０号

１０５０号

教室

１０３０号

１０３０号

１０３０号

時 間

９：５０～

１０：００～
１２：００

１３：００～
１５：００

１５：１５～
１７：１５

時 間

１０：００～
１２：００

１３：００～
１５：００

１５：１５～
１７：１５

時 間

１０：００～
１２：００

１３：００～
１５：００

１５：１５～
１７：１５

（平成２５年８月２５日）

一般社団法人 北海道身体障害者福祉協会役員名簿
自 平成２５年６月総会開催日
至 平成２７年６月総会開催日

平成２５年度要約筆記者補習講習レジュメ

北 海 道 身 体 障 害 者 新 聞昭和３０年３月２４日�
�

�
�第三種郵便物認可（第７１３号）（１）
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平平
成成
二二
十十
五五
年年
度度
障障
害害
者者
社社
会会
参参
加加

推推
進進
協協
議議
会会
合合
同同
部部
会会
のの
開開
催催

「
七
月
十
八
日
（
木
）
札
幌
市
の

道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で
障
害
者

社
会
参
加
推
進
協
議
会
、
身
体
・
知

的
・
精
神
部
会
の
合
同
部
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。」

概
略
は
以
下
の
通
り

当
日
は
、
社
会
参
加
推
進
協
議
会

会
長
の
北
身
協

赤
坂
勝
会
長
他
九

名
の
参
加
の
下
、
議
事
の
審
議
が
さ

れ
ま
し
た
。
委
員
の
委
嘱
期
間
が
平

成
二
十
五
年
七
月
で
満
期
の
為
、
平

成
二
十
七
年
七
月
迄
の
委
嘱
承
諾
書

の
提
出
に
つ
い
て
一
部
委
員
の
交
代

が
あ
り
ま
し
た
が
、
全
員
承
諾
書
の

提
出
が
あ
り
ま
し
た
の
で
事
務
局
か

ら
報
告
が
あ
り
、
続
い
て
副
会
長
部

会
長
の
選
任
が
あ
り
ま
し
た
。
身
体

障
害
部
会
長
に
は
干
野
章
人
の
重

任
、
知
的
障
害
者
部
会
長
は
、
小
林

保
文
氏
が
就
任
、
精
神
部
会
長
は
竹

下
信
昭
氏
が
就
任
致
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
二
十
五
年
度
各
団

体
の
「
障
害
者
社
会
参
加
推
進
事
業

計
画
」
と
「
現
状
と
課
題
」
に
つ
い

て
各
々
発
表
の
後
、
質
疑
応
答
、
意

見
交
換
し
、
北
海
道
障
が
い
者
保
健

は
な

お
か

ゆ
う

じ

福
祉
課
、
花
岡
祐
志
主
幹
か
ら
「
北

海
道
に
お
け
る
障
が
い
者
社
会
参
加

促
進
関
連
事
業
」
の
説
明
が
あ
り
、

そ
の
後
、
の
後
、
北
海
道
労
働
局
職

い
し

は
ら

と
し

ひ
で

業
安
定
部
石
原
利
秀
地
方
障
害
者
雇

用
担
当
官
か
ら
「
北
海
道
に
お
け
る

障
害
者
雇
用
状
況
に
つ
い
て
」、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ
た
障
害
者
の
就

職
件
数
は
増
加
し
、
過
去
最
高
を
更

新
し
ま
し
た
。
平
成
二
十
四
年
度
の

道
内
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ
た
障
害

者
の
就
職
件
数
は
厳
し
い
雇
用
情
勢

に
あ
る
中
、
過
去
最
高
の
前
年
度
を

四
五
六
件
上
回
る
、
三
一
九
二
件
と

な
っ
た
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
意
見
交
換
・
情
報
交
換
が

な
さ
れ
予
定
時
間
内
で
全
て
の
審
議

が
終
わ
り
散
会
い
た
し
ま
し
た
。

地
域
か
ら
の
お
便
り

【【
第第
四四
十十
六六
回回
十十
勝勝
地地
区区

身身
体体
障障
がが
いい
者者
スス
ポポ
ーー
ツツ
大大
会会
】】

十
勝
地
区
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

に
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
身
体
障

が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
七
月
三
十

一
日
、
中
札
内
村
に
て
行
わ
れ
ま
し

た
。あ

い
に
く
の
お
天
気
と
な
り
、
中

札
内
村
小
学
校
屋
内
体
育
館
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
が
、
十
勝
管
内
十

六
町
村
よ
り
約
三
百
三
十
人
も
の
参

加
者
が
集

い
、
ボ
ー

ル
送
り
競

技
や
じ
ゃ

ん
け
ん
選

手

権

な

ど
、
和
気

あ
い
あ
い

と
し
た
雰

囲

気

の

中
、
楽
し

く
で
行
わ

れ
、
無
事

に
怪
我
や

事

故

無

く
、
今
大

会
を
終
え

ま
し
た
。

な
お
、

平
成
二
十

六
年
度
は

豊
頃
町
に

て
行
わ
れ

ま
す
。

障
害
者
ア
ー
ト
著
作
権

保
護
へ

「
政
府
は
、
障
が
い
者
の
制
作
し

た
絵
画
や
陶
芸
な
ど
の
著
作
権
保
護

の
た
め
、
年
度
内
に
も
指
針
を
策
定

す
る
方
針
を
固
め
ま
し
た
。
芸
術
活

動
を
通
じ
、
社
会
参
加
を
促
す
狙
い

も
あ
り
ま
す
。」

障
害
者
な
ど
、
特
別
な
美
術
教
育

を
受
け
て
い
な
い
人
た
ち
が
感
性
の

ま
ま
に
表
現
し
た
作
品
は
、
欧
米
で
き

は
、「
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト（
生
の

芸
術
）」な
ど
と
呼
ば
れ
、
市
場
で
高

く
評
価
さ
れ
て
い
る
作
品
も
多
い
。

自
閉
症
の
陶
芸
作
家
・
沢
田
真
一

さ
ん
の
作
品
が
イ
タ
リ
ア
の
国
際
的

な
現
代
美
術
の
祭
典
に
出
展
す
る
な

ど
日
本
人
作
家
も
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。然

し
、
日
本
で
は
、
障
害
者
が
福

祉
施
設
で
の
余
暇
や
自
立
を
目
的
に

し
た
作
業
の
一
部
で
制
作
す
る
こ
と

が
多
く
、
施
設
側
に
著
作
権
の
認
識

が
な
く
、
ト
ラ
ブ
ル
も
発
生
し
て
い

た
。安

倍
首
相
は
今
年
五
月
、
作
品
の

商
品
化
や
市
場
開
拓
が
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
を
目
指
す
考
え
を
示
し
た
。

指
針
で
は
、
障
が
い
者
を
著
作
物

の
「
作
者
」
と
規
定
。

出
展
や
グ
ッ
ズ
製
作
な
ど
の
二
次

利
用
の
際
に
必
要
な
契
約
書
、
障
害

者
と
福
祉
施
設
の
間
で
著
作
権
を
明

確
に
す
る
合
意
書
な
ど
の
様
式
を
作

成
し
、
家
族
や
施
設
に
利
用
を
呼
び

掛
け
る
。

作
者
の
判
断
能
力
が
十
分
で
な
い

場
合
、
成
年
後
見
人
制
度
の
活
用
を

勧
め
る
見
通
し
で
す
。

北北
海海
道道
身身
体体
障障
害害
者者
福福
祉祉
協協
会会

第第
三三
回回
理理
事事
会会
のの
開開
催催

『
平
成
二
十
五
年
八
月
八
日
、
札

幌
市
の
道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
、

一
一
〇
号
室
に
於
い
て
第
三
回
理
事

会
が
十
三
時
三
十
分
か
ら
開
催
さ
れ

ま
し
た
。』

当
日
は
、
赤
坂

勝
会
長
他
、
九

名
の
理
事
、
二
名
の
監
事
合
計
十
二

名
の
理
事
・
監
事
全
員
の
出
席
が
あ

り
ま
し
た
。

概
略
は
以
下
の
通
り
で
す
。

議
事

一
、
第
五
十
八
回
日
本
身
体
障
害
者

福
祉
大
会
北
海
道
・
札
幌
大
会
に

つ
い
て

事
務
局
よ
り
報
告
の
後
、
質
疑
応

答
が
あ
り
、
全
員
の
了
承
と
な
り
ま

し
た
。

役
員
会
議
に
続
い
て
北
海
道
保
健はな

福
祉
部
障
が
い
者
福
祉
課

主
幹
花

お
か

ゆ
う

じ

岡

祐
志
氏
、
主
任
日
置

基
樹
氏

の
出
席
に
よ
る
、「
聴
覚
障
害
者
情

報
提
供
施
設
」
に
係
る
意
見
交
換
会

が
実
施
さ
れ
、
活
発
な
意
見
交
換
が

あ
り
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
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親
か
ら
財
産
移
転

税
優
遇

「
障
害
者
へ
親
族
な
ど
か
ら

金
銭
を
贈
与
し
や
す
く
す
る
優

遇
制
度
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

特
定
贈
与
信
託
と
い
う
制
度

で
最
大
六
千
万
円
ま
で
贈
与
に

贈
与
税
が
か
か
ら
な
い
の
が
ポ

イ
ン
ト
で
す
。」

長
期
に
わ
た
り
少
額
ず
つ
、
障
害

者
本
人
の
預
貯
金
口
座
に
振
り
込
む

仕
組
み
で
、
贈
与
さ
れ
た
財
産
を
犯

罪
被
害
や
詐
欺
商
法
で
失
う
リ
ス
ク

を
小
さ
く
出
来
る
の
も
特
徴
で
す
。

対
象
は
こ
れ
ま
で
知
的
障
害
者
、

精
神
障
害
者
、身
体
障
害
者
の
う
ち
、

障
害
の
程
度
重
い
、
税
法
上
の
「
特

別
障
害
者
」
に
限
ら
れ
て
い
た
。

今
年
度
か
ら
、
中
・
軽
程
度
の
知

的
書
障
害
者
と
、
障
害
等
級
が
二
・

三
級
の
精
神
障
害
者
も
制
度
の
対
象

と
し
、
知
的
及
び
精
神
障
害
者
に
つ

い
て
は
、
障
が
い
の
重
さ
に
か
か
わ

ら
ず
税
優
遇
の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

新
た
に
優
遇
の
対
象
に
な
っ
た「
特

定
障
害
者
」
の
非
課
税
枠
は
三
千
万

円
で
、
特
別
障
害
者
の
半
額
で
す
。

特
定
贈
与
信
託
は
信
託
業
務
を
行

う
金
融
機
関
で
扱
っ
て
お
り
、
基
本

の
仕
組
み
は
、
①
障
害
者
の
父
母
な

ど
が
ま
と
ま
っ
た
額
の
金
銭
を
信
託

②
信
託
銀
行
が
管
理
・
運
用
し
、
障

害
者
本
人
の
預
貯
金
口
座
に
定
期
的

に
少
額
ず
つ
振
り
込
む

と
い
う
も

の
で
す
。

例
え
ば
一
千
万
円
を
信
託
し
、
月

五
万
円
を
振
り
込
む
契
約
を
結
ん
だ

場
合
、
十
六
年
以
上
、
金
銭
を
渡
し

続
け
る
事
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

利
用
に
つ
い
て
は
、
障
害
を
証
明

す
る
書
類
（
障
害
者
手
帳
等
）
が
必

要
で
信
託
の
最
低
額
や
手
数
料
は
金

融
機
関
ご
と
に
違
い
ま
す
。

障
害
者
の
親
の
多
く
が
親
の
亡
き

後
の
子
供
の
生
活
に
つ
い
て
「
生
活

費
な
ど
に
要
す
る
金
銭
の
不
足
」

「
子
ど
も
の
財
産
管
理
能
力
」
な
ど

不
安
を
抱
え
て
い
る
現
状
で
す
。

難
解
な
制
度
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
利
用
は
低
い
が
知
名
度
が
ア
ッ

プ
す
れ
ば
、
今
後
利
用
者
は
増
え
る

と
思
い
ま
す
。

今
月
号
の
文
芸
欄
を
お
休
み
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

※
困
り
ご
と
、
悩
み
ご
と
は

「
障
が
い
者
一
一
〇
番
」
へ

「
札
幌
市
を
除
く
全
道
各
地
に

お
住
ま
い
の
障
が
い
者
及
び

そ
の
家
族
の
方
」
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